





























序章                            …P．５ 
 第１節 研究の⽬的 
   （１）研究の⽬的・背景と動機 
   （２）研究の⽅法 
   （３）研究の対象と実践の概要 
 
 第２節 先⾏研究の検討、先⾏事例の概要 
 
第 1 章 ⼩⿎の指導実践の計画と幼児対象のワークショップ         …P．１４ 
 第１節 楽曲の選択とその理由 
   （１）古典曲への導⼊を⽬指して 
   （２）教材の選択「三番叟物」 
   （３）〈三番地〉と〈鈴の⼿〉について 
 
 第２節 幼児を対象としたワークショップ「たんぽぽの部屋」「たぬきの⾳屋」 
   （１）実践の概要 
   （２）たんぽぽの部屋のプログラム 
   （３）たぬきの⾳屋のプログラム 
   （４）プログラムの展開の⼯夫、２つのプログラムの相違点 
 
 第３節 幼児を対象としたワークショップにおける⼦どもたちの姿 
   （１）分析の観点 
   （２）唱歌「たんぽぽ」を聴く 
   （３）掛け声 
   （４）コミをとる 
   （５）ノリの変化 
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   （６）考察 
 
第 2 章 ⼩学⽣を対象とした実践プログラムの展開と児童の関わり     …P．２８ 
 第１節 導⼊「すっぽんぽん体操」 
   （１）コンセプト 
   （２）内容と振り付け 
   （２−１）「すっぽんぽん体操」の楽譜 
   （２−２）「すっぽんぽん体操」の歌詞 
   （２−３）「すっぽんぽん体操」の振り付け 
 
 第２節 講座プログラムの展開 
   （１）実践の対象者 
   （２）実践の概要 
   （３）幼児を対象とした実践との相違点、展開の⼯夫 
 
 第３節 実践における児童の様⼦ 
   （１）分析の観点 
   （２）習得の過程 
   （３）考察 
 
第３章 成⼈を対象とした実践プログラムの分析と考察           …P．７２ 
 第１節 教材の選択 ⻑唄《雛鶴三番叟》 
   （１）⻑唄《雛鶴三番叟》について 
   （１−１）⻑唄《雛鶴三番叟》の楽曲構成 
   （１−２）⻑唄《雛鶴三番叟》の歌詞 
   （２）楽曲の特徴と選択の理由 
 
 第２節 成⼈を対象とした⼩⿎講座のプログラム 
   （１）実践の概要・対象者 
   （２）理論と稽古を組み合わせた指導の展開 
   （３）〈トッタン拍⼦〉と〈チリカラ拍⼦〉の特徴 
   （４）作成資料 
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 第３節 アンケートから読み解く実践の成果と課題 
   （１）〈トッタン拍⼦〉と〈チリカラ拍⼦〉を説明したことによる効果 
   （２）⼝唱歌について 
   （３）掛け声について 
   （４）オリジナル資料について 
 
結章 古典曲への導⼊を⽬指した指導の⽅略と課題             …P．８４ 
 

























  稽古をする曲数についていえば、修⾏期には多くを教えないほうがよい。六 
  歳ぐらいから稽古を始めて、⼆，三年は五曲程度をくり返し教え，五年くら 
  いになっても⼗曲ほどにしかふやさず，このあいだに基本的な曲の⼿組み 







































 本研究は 2011〜2016 年の間に⾏われた実践研究である。 

































 ・望⽉太左衞⾨『望⽉流 改訂⻑唄囃⼦⼿附 全⼆⼗巻』（1929）昭和４年５⽉ 21 ⽇ 
 ・尚雅堂・藤舎円秀・⽵内明彦ら監修『⿎のしおり 奏法／取り扱いの基礎知識（⼩⿎編）・
（⼤⿎編）』（2000）平成 12 年 4 ⽉ 10 ⽇ 
 











































  洋楽のやうに、⾳の⾼低、調⼦の緩急を、⼀定の⾳譜によって表⽰すること 
  が出来れば、之を教へるにも、習ふにも、理解するにも、どれ程、便宜であ 
  るか知れないのであります。處が之迄、そういふものは、⼀つも発表されて 
  居りませんし、そういふ企てすらあると⾔ふ事を聞いたこともありません。 
  ……囃⼦の⼿附と⾔ふのは、宗家伝来の家宝で、苟も他⼈に⽰すべきもので 
  はないのであります。併し、藝道の⼀路に精進する私共としては、家宝を家 
  宝として、奥深く秘め置くよりも、その扉を開ひて、お互いに藝道を励みあ 
  ってこそ、始めてそこに家宝として光が輝くのではあるまいかと⾔ふ気分 
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4⽯塚真⼦「教材としての⺠俗芸能の太⿎の⾳・⾳楽についての考察̶⺠俗芸能の太⿎の
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 事例 6 まどか幼稚園(2013/5/20) 第１回「たぬきの⾳屋」３グループ 



































































































 「すっぽんぽん体操」は 2014 年に筆者が企画構成、作詞と振り付けを⾏い、⼩⽇⼭拓也
⽒が作曲を担当した。「すっぽんぽん体操第⼀」と「すっぽんぽん体操第⼆」があり、第⼆
は 2015 年に作曲された。 





































      今⽇も元気にすっぽんぽん すっぽんすっぽんすっぽんぽん 
      みんな⼀緒にすっぽんぽん すっぽんすっぽんすっぽんぽん 
     「まずは深呼吸から」 
 「オリデ」すたすたすったぁ すとすとすっとん （４回繰り返す） 
 「ヌキ」ぷっぽ イヨ ぽ ぷーぽー （２回繰り返す） 
 「ワリ」ちょちょたた ちょちょとんとん （２回繰り返す） 
 「早くなります」ちりからちりとと ちりからちりとと （２回繰り返す） 
 「うちっぽなし」ぽんぽんすぽぽん ぽんぽん（とったん）（４回繰り返す） 
 「サワギ」たっぽんぽん たっぽんぽん （４回繰り返す） 
     今⽇も元気にすっぽんぽん すっぽんすっぽんすっぽんぽん 
     みんな⼀緒にすっぽんぽん すっぽんすっぽんすっぽんぽん 
 
「すっぽんぽん体操第⼆」 
      まだまだ続くよすっぽんぽん すっぽんすっぽんすっぽんぽん 
      いつまでやるのかすっぽんぽん すっぽんすっぽんすっぽんぽん 
     「キザミ」ちちちち ぽんぽん（とったん） （４回繰り返す） 
     「地」ぷ ぽ ぷ ぽ  （２回繰り返す） 
     「早くなります」ぷぽぷぽ （４回繰り返す） 
     「打下し」たた すぽぽん すっぽんぽん （４回繰り返す） 
      つたつ たつた （６回繰り返す） 
     「早くなります」つたつ たつた（８回繰り返す） 
      すっとんすたすたすっとん（４回繰り返す） 
     「⼿」ぽぷぽ ぽんすぽぽん（４回繰り返す） 
      ⿎のリズムを覚えたよ すっぽんすっぽんすっぽんぽん 



























































































「すっぽんぽん体操」での 12 種類の⼿組が活⽤できる様、２番の歌詞までである全 16 ⼩
節分の⼿附を⾏った。⼿附の際使⽤したオリジナルのテキストについては、図 12 及び図 13








図 12 ⼿附⽤《七⼣さま》譜⾯ 
 
 











































 ①湯島⼩学校・グループ１《１回⽬》 2016/1/11 （実践時間／1:03:53） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 















































8 00:41:00〜 ヌキ。  
















































 ②湯島⼩学校・グループ１《２回⽬》 2016/1/17 （実践時間／53:24） 
 時間 全体の流れ 気づき 
1 〜00:03:50 前回の復習。オリデ、ヌキ、ワリ 
⼝唱歌を５回ずつ⾔う。 
 
2 00:05:59〜 楽器を打つ。甲と⼄の練習。  



































































 ②湯島⼩学校・グループ１《３回⽬》 2016/1/24 （実践時間／01:02:18） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 







































8 00:32:10〜 ⼤⿎を⼀⼈ずつ打つ。  













11 00:38:45〜 ⾳には合わせず、⼿組のみを始め  
 49 
から通して楽器で打つ。 








































 ②湯島⼩学校・グループ２《１回⽬》 2016/2/6 （実践時間／01:13:03） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 










































































 ②湯島⼩学校・グループ２《２回⽬》 2016/2/7 （実践時間／57:30） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 
































































 ②湯島⼩学校・グループ２《３回⽬》 2016/2/11 （実践時間／01:03:43） 




















5 00:22:00〜 実物の⼤⿎を⾒てもらう。  
 54 
構造について話す。 




7 00:34:00〜 オリデも⼤⿎と⼀緒に打つ練習。 ⼤⿎につられてしまって、うまく打
てない。 




































 ③中央⼩学校・グループ１《１回⽬》 2016/6/5 （実践時間／01:24:45） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 
1 00:03:30〜 楽器の説明。 
本物の⼩⿎を⾒せる。 
 






































































 ③中央⼩学校・グループ１《２回⽬》 2016/6/11 （実践時間／01:11:12） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 
1 〜00:03:50 楽器を打って腕を慣らす。  
2 00:04:40〜 チリカラチリトトの練習。 甲と⼄の⾳がはっきり変わってい
る。ユウヤはすぐ疲れて下ろしてし
まう。 


































































 ③中央⼩学校・グループ１《３回⽬》 2016/6/12 （実践時間／01:10:08） 









































































































 ③中央⼩学校・グループ２《１回⽬》 2016/6/5 （実践時間／01:24:45） 
















































































































〈参加者３名〉マイ(６年⽣) 、リナ(４年⽣)、ケイコ(6 年⽣)は⽋席。 
 
 ③中央⼩学校・グループ 2《２回⽬》 2016/6/25 （実践時間／00:52:57） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 
1 〜00:03:15 楽器を打って腕を慣らす。 
⼄の⾳、甲の⾳の⼝唱歌の確認。 
 











4 00:13:40〜 すっぽんぽん体操第⼆を聴く。  

































































 ③中央⼩学校・グループ２《３回⽬》 2016/7/3 （実践時間／01:12:29） 
 時間 全体の流れ 気づき・児童の様⼦ 









































































































































































































































 とうどうたらり たらりら たらりあがり ららりどう 
 所千代まで 翁草 菊の四季ざき しき三番 可愛らしさの 姫⼩松	
	 ⽊蔭に遊ぶ 鶴⻲も 座元の名にし ⽣茂る ⽵は櫓の 幕の紋	
	 御贔屓頼み あげ幕や とんと居なりに 此舞台 我等も千秋さふらふ 
 およそ千年の縁は ⼆つ枕に 結んだり  また萬代を かけしちぎりは 
 ⽔も漏らさぬ 中川に 橋を渡すは 何と云たら よかろやら  
 ついいふて いふ様に 鳴るは瀧の⽔ 絶えず逢瀬を まつの葉の	
 73 
	 ⾊は変らじ ただ何時迄も 志やほんにな 尉の翁の あだつきは 
 添ふも千歳 仲⼈して こころのたけを ひろばかり 明して結ぶ 妹背⼭ 
 さてもよいよい よい仲同⼠は 天下泰平 国⼟安穏 今⽇の御祈祷なり 
 おおさへおさへ 喜びありや よろこびありや 有明の ⽉の出汐に	
	 ⻘⽊が原の 浪の聲々 打つや⿎の 松吹く⾵も 颯々として	
	 すむなりすむなり ⾳もすみ吉の 幾代経ぬらん 夜遊の舞楽に	
	 拍⼦を揃えて ⾜拍⼦ 揃えて時も 有明の 烏⾶  
 袖を返して⾯⽩や 在原や ⾼天が原に 住吉の四社の御前で  
 扇を拾ふた 主にあふぎの 辻占は  そりゃほんかいな 
 逢ふとは嬉し 真ぞこちゃ嬉し  四社の御⽥の 苗代⽔に 結ぶ縁の 
 種おろし  そりゃほんかいな 結ぶも嬉し 真ぞこちゃ嬉し   
 さあ 住吉様の 岸の姫松 めでたさよ 
 実に様々の 舞の曲 指す腕には 悪魔を払ひ  納むる⼿には 

































































参加者：A(30 代)、B(40 代)、C(60 代)、D(60 代)、E(60 代) 
成⼈・グループ２ 
実施⽇：2016/2/6、2/7、2/11 
参加者：F(50 代)、G(40 代)、H(30 代)、I(50 代) 
成⼈・グループ３ 
実施⽇：2016/3/6、3/20、3/27 
参加者：J(40 代)、K(40 代)、L(70 代)、M(60 代)、N(70 代)、O(70 代) 
成⼈・グループ４ 
実施⽇：2016/5/21、5/22、5/29 
参加者：P(60 代)、Q(50 代)、R(50 代)、S(20 代) 
成⼈・グループ 5 
実施⽇：2016/6/5、6/11、6/12 
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